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精神障害者の保健福祉充実に関する陳情 

 

 精神障害者とその家族及び地域社会が永年に渡って直面している課題について

早期の解決を願い、陳情書を提出する。 

 

１．学生・学校職員及び保護者に対する精神障害（者）に関する啓発をしてほしい 

精神障害者とその家族が地域住民と相互理解の下に、安心・安全に生活するた

めには精神疾患・精神障害（者）に対する根強い誤解と偏見の解消が急務である。

これへの有効な対処は精神疾患を理由なく恐れることのないように、学校（小・

中・高）における早期のメンタルヘルス教育が重要であることを強く訴えてきた。 

  この息の永い教育プログラムによる数多い経験者の積み重ねにより、学校や地

域における当事者を多くの目で見守ることができ、早期発見、早期治療につなげ

る機会が増加する。 

  文部科学省は高校の新学習指導要領で、2022 年から保健体育に「精神疾患の

予防と回復」を 40 年振りに復活させた。茨城県でも高校の具体的な実施の効果

をフォローすると共に、中学校への拡大実施計画も併せて明示してほしい。 

  また、実践的な学校教育の一環として当事者(精神障害者)の体験を聞く機会を

設定してもらえれば、茨城県精神保健福祉会連合会は協力する。 
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